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まずはじめに準備作業として Azariadis[2Jおよび Baily[3J 等によっ
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が指摘しているように，そこで生じるレイオフは必ずしも非自発的失業を意味
しない"。第2に， 雇用契約がオッファーされ受容される市場は，企業および






さらに Akerlofand Miyazaki (1Jが指摘したように c、かなる状態が
生起したかが判明した後とし、う意味での事後における労働者の非移動性の仮定














































己利益を追求する行動を表現する棚;;&である。 Williamson(7)， PI丸 26-30 を参照。
5) Willi.amson (7)第 4章を差是帰。
















(1) Q(s) =Q(e， n(s)) 
Q，>O， Q"く0，
Q.>O，。パq
Q， I ，~o= ∞. 
























者の数である。また U(・〉 は労働者の効用関数を表わし， それは各々の状態
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subject to く1)~(4) and (6)， 
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を想定する。この時，極大化の必要条件は，。Z T'r"TYI/-r.-/，-， n，_，f¥ or/，nめ(7) 面開=E[V'(1l(の)PωQ.ex]f(s)守止ぴ(W(の)an円Csl
az f(s) V'(II(s))n(s)三oand W、S)m';:;_-， =O~ for all 1IW(s) 
iJZ r"oT'1"J"YTI' ...'nr_'i'I .， N" U(W(SJJ (81 一一一=E[V'(iI(s))P(s)Q.ex] f(s)とムヰ詳}}f}n(s) ~L..' '~~"Y//~'--/""""-"'-"J'V/ N 
+ f(s) V'(II(s)) [P(s)Q.，.，-W(s)] -.l(s)三O。z
and n(s)吉宗万=0，for allら
az _ VrTT.'1' TTr' _"，¥ D I' _..n _ i.1 r.nCs) TT/TYT/ _'， ¥ (9〕 ER=E[V官 (s))P(s)Q，e川 -E'N'iU(W(刈。z
十 L:.l(s)三二oand NiiN=O， 
58 (198) 第127巻第2・3号
(10) 。Z r /" ，:rl __ .. fJZ =ー{，の)-N}?::O and .1(s)τli _'マ=0，戸rall s. i.l(s) "，"， i.l(s) 
と示されよう。ここで，N>Oとすれば，事後的な労働者の非移動性の仮定よ
り， W(s)>Oでさえあれば労働者を働かせることができ，また(1)の仮定か
ら， Q.I.-o=∞であるから P(s)>O，for all sであるかぎ b，








次に，雇用計画 n(s)について検討する。 (8)はすべての状態 sにおいて等
号で成立するから. (7うより導かれる
V'(Il(s)) E[V'(万(s))P(s)Q，exJ (アつ ウ滑出= N =広j 印 nstantfor all s 
を考慮すれば，
お=E[V'(IlωP(s)Q，exJ旦事s))+ V'(Ilω問地ω]
r... ".. ， U(l初~SJ) T.，." ，1 = V'(Il(s))1 P(s)Q.同十台〉長持~-W(s) 1.for all s L~ "Vjx，..nU) U 、W(s)) . ，" J 
が導かれる。 ζこで(3)の仮定より，
U(W(s)) 町駅前W(s)く U(W(心〕ー 岩場討す>W(s). for all s 
であるから，結局. A(s)>【).for all sが成立する。それゆえ(10)は等号で成
すすると Eにな句，
(11) n(s) =N， for all s 
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すなわち，状態のし、かんにかかわらずレイオフは行なわれないことになる山。
次に，最適契約労働者数Nの決定について検討する。 N>Oとすれば， (9) 
は等号で成立することになるから， (8')および(11)を代入すれば，
E[V'(ll(心)P(品副長EU(W(の)=I:.l(の
r L" rUfiTTI' _，-Dt' _'¥n _ i U(W(s)) = I:f(s)jE [V'(Jl (s)) P(s) Q.ex]-"'-当以+V'(Jl(s)) 
向島-WωJ}
を得る。とれを整理すれば，














(7つを W および E について全微分すれば
12) この結論は，骨働者の効用が余曜にも依存している場合や彼らが失業保険に加入している場合
ιは変更される。





(14) dR=dll+N dW 
を(13)に代入すれば，
(15) 
dW V" _ I 一一一=一一一一一→ TtE:; 10， dR V"N+KU" - ¥ 




が成立する。 これより， 企業がリスク回避的であれば， 生産物価格が高く企業
収入が大きいほど賃金および利潤も大き〈なれ その意味で利益分配 (pro五t
sharing)が行なわれることになる。さらに(15)をRで微分すれば，











dL，_ U'O''' 1 _.._ V'V" 唱 dLv





u(~勺 =log W. UCW)=e-E円U(W)=w-'
等があるe
企業組織における雇用
U川 l+t ___J V'" l+t 
てぴ')'ニτ7'u即て子')'ニτF
が成立する。これを(16)に代入し， (7つを考慮すれば，
d'w ，.， ，. r K 1 1 ←-l~; =(1十t){ トdR' -'>"1 V' - U' J-
となるから，賃金計画は総収入の線型関数として，













II(R) = (l-aN)R-sN 
と表わされるから，く7つを考慮Fれば，
V'C (l αN)R βN] ~KU'[aR+β] ， for all R 
を得る。この両辺をRについて積分すれば，
V(II(s)) _KU(W(R)) 守三ず一一一瓦一+d，forαllR 
が成立する。ここでdは積分定数である。ここで
(1-aNlK L す辺三=a>O and (1-aN)d二 b
第 127巻第2・3号62 (202) 
とおけば，
(19) V(ll(R)) =aU(W(R)) +b for all R 

















































ての企業が同じ雇用契約をオ γ ファーするであろうと Eは，容易に推論きれよ





with respect to W and N 
という最大化問題を解〈ことによって，



















議 dN ω d(Y/O)
=Q.e'+QぜF dW7=」話ず4=-Ew' 
dND _ d(JN) _" dJ ， TdN 
Zw-(lW -.HdW'且'dW
15) E節の仮定から，最大化の2階条件は充たされる.
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総雇用量は Rに決まり， それゆえ N-Nの失業が発生することになる。
このような失業は，次のような理由から，非自発的失業に分類されるのである。
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